
　
　
　
　

十　

月

一
　
日　

ほ
っ
こ
り
法
座

二
　
日　

栗
虫
報
恩
講

三
　
日　

経
田
報
恩
講

五
　
日　

東
狐
報
恩
講

六
　
日　

魚
津
富
山
報
恩
講

七
　
日　

東
狐
報
恩
講

八
　
日　

東
狐
報
恩
講

九
　
日　

清
掃
奉
仕

一
一
日　

音
楽
ラ
イ
ブ

一
四
日　

板
屋
報
恩
講

一
五
日　

板
屋
報
恩
講

一
六
日　

法
要
準
備

一
七
日　

上
野
報
恩
講

一
八
日　

板
屋
報
恩
講

一
九
日　

善
巧
寺
報
恩
講

二
〇
日　

善
巧
寺
報
恩
講

二
一
日　

上
野
報
恩
講

二
二
日　

飯
野
芦
崎
報
恩
講

二
九
日　

石
田
中
新
報
恩
講

三
〇
日　

石
田
中
新
報
恩
講

　

善
巧
寺
の
伝
統
的
な
法
要

は
、
大
き
く
縮
小
し
厳
し

い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
か
つ

て
、
お
寺
を
第
二
の
家
の
よ

う
に
感
じ
、
行
事
参
加
が
当

た
り
前
と
さ
れ
た
時
代
が
あ

り
ま
し
た
。
私
が
生
ま
れ
た

頃
の
記
録
で
は
、
報
恩
講
に

三
八
〇
名
の
お
名
前
が
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
平

成
に
入
り
二
百
名
台
と

な
り
、
平
成
二
十
年
代

に
は
百
名
を
切
り
、
現

在
は
六
十
名
前
後
と
い

う
状
況
に
な
り
ま
し
た
。 

　

参
拝
の
減
少
を
食
い
止

め
よ
う
と
模
索
し
て
き
ま

し
た
が
、
思
う
よ
う
な
成

果
に
結
び
つ
か
ず
、
力
及

ば
な
い
日
々
で
す
。
か
つ

て
は
親
戚
の
法
事
に
招
か
れ

れ
ば
自
然
に
集
う
の
と
同
じ

よ
う
に
、
お
寺
参
り
は
「
行

く
の
が
当
た
り
前
」
で
し
た

が
、
い
ま
は
「
親
が
世
話
に

な
っ
た
場
所
」
と
い
う
認
識

に
と
ど
ま
り
、
「
自
分
が
参

加
す
る
場
」
と
し
て
受
け
と

め
る
方
は
少
数
と
な
り
ま
し

た
。
当
事
者
意
識
を
持
っ
て

い
た
だ
け
な
い
の
は
、
こ
ち

ら
の
伝
道
不
足
と
し
か
言
い

よ
う
が
な
く
、
住
職
と
し
て

身
の
縮
む
思
い
を
抱
い
て
い

ま
す
。

　

現
在
は
、
良
く
も
悪
く
も
、

か
な
り
フ
ラ
ッ
ト
な
状
態
に

な
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
強
制
力
が
弱
ま
っ
た
分
、

参
拝
者
は
自
発
的
に
行
動
す

る
方
々
が
集
ま
り
、
当
事

者
意
識
の
中
で
法
要
が
営

ま
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
輪

を
少
し
ず
つ
広
げ
て
い
き

た
い
で
す
。

　

法
事
や
法
要
を
営
む
と

い
う
こ
と
は
ど
う
い
う
こ

と
な
の
か
。
手
を
合
わ
せ

る
と
は
ど
う
い
う
こ
と
な

の
か
。
私
の
こ
こ
ろ
の
拠

り
処
は
何
な
の
か
。
灯
火
は

ど
ん
な
に
小
さ
く
な
ろ
う
と

も
絶
や
し
ま
せ
ん
の
で
、
今

一
度
、
法
要
は
誰
か
の
た
め

の
も
の
で
は
な
く
、
「
あ
な

た
ひ
と
り
の
た
め
に
営
ま
れ

て
い
る
」
と
い
う
こ
と
を
受

取
っ
て
い
た
だ
き
た
く
、
お

誘
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

雪
山
俊
隆

あなたのため

本堂山側に屋外型の納骨スペースが誕生しました

令和 7年 10 月 1 日　　195 号　　　 　寺　報　 善
ぜん

 　巧
ぎょう

十
月
十
九
日

十
月
二
十
日



寺　報　 善
ぜん

 　巧
ぎょう

　　　 　195 号　　令和 7年 10 月 1 日

寺
ごよみ

　
　
　
　

十
一　

月

三
　
日　

石
田
中
新
報
恩
講

四
　
日　

中
陣
報
恩
講

五
　
日
　
空
華
忌

六
　
日　

中
陣
報
恩
講

九
　
日　

栃
沢
報
恩
講

一
〇
日　

栃
沢
報
恩
講

一
一
日　

栃
沢
報
恩
講

一
二
日　

栃
沢
報
恩
講

一
四
日　

出
・
滑
川
新
報
恩
講

一
六
日　

ほ
っ
こ
り
法
座

一
七
日　

浦
山
新
報
恩
講

一
八
日　

浦
山
新
報
恩
講

二
〇
日　

浦
山
新
報
恩
講

二
五
日　

愛
本
新
・
中
ノ
口

二
六
日　

愛
本
新
・
中
ノ
口

二
七
日　

愛
本
新
・
中
ノ
口

二
九
日　

愛
本
新
・
中
ノ
口

三
〇
日　

浦
山
新
報
恩
講

　
　
　
　

十
二　

月

一
　
日　

大
橋
報
恩
講

二
　
日　

下
村
報
恩
講

三
　
日　

下
村
報
恩
講

四
　
日　

下
村
報
恩
講

寺
ごよみ

総
代
会

　　
　
　
　
　
　

九
月
二
一
日

　

善
巧
寺
広
間
に
て
総
代
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
責
任
役

員
・
総
代
各
位
が
出
席
し
、

令
和
六
年
度
の
行
事
・
決

算
の
報
告
、
会
計
方
針
、
年

会
費
改
定
に
つ
い
て
協
議
し

ま
し
た
。
新
任
総
代
と
し

て
は
佐
々
木
助
忠
氏
（
浦

山
）
、
丸
田
正
弘
氏
（
中
陣

地
区
）
が
就
任
し
ま
し
た
。 

　

行
事
報
告
で
は
、
報
恩
講
・

永
代
祠
堂
会
を
は
じ
め
年
中

行
事
を
滞
り
な
く
厳
修
し
た

一
方
、
参
拝
の
減
少
傾
向
が

続
き
、
二
十
年
前
は
参
拝
者

二
百
名
以
上
の
法
要
が
現
在

は
五
・
六
十
名
に
な
り
、
年

中
行
事
の
収
入
は
直
近
十
年

で
約
百
万
円
縮
小
し
た
旨
を

共
有
し
ま
し
た
。
葬
儀
・
法

事
の
布
施
収
入
、
年
会
費
収

入
も
緩
や
か
な
減
少
が
続
い

て
い
ま
す
。
地
域
と
の
接
点

づ
く
り
と
し
て
、
門
徒
会
館

で
の
喫
茶
運
用
（
カ
フ
ェ
愚

禿
）
の
試
み
を
継
続
し
て
い

る
こ
と
も
報
告
し
ま
し
た
。 

　

会
計
報
告
で
は
、
一
般
会

計
の
不
足
を
補
う
た
め
、
こ

れ
ま
で
特
別
会
計
（
内
陣

法
名
）
か
ら
五
年
間
で
計

三
百
七
十
万
円
を
繰
り
入
れ

て
き
た
こ
と
、
納
骨
関
連
収

入
を
営
繕
に
充
当
し
て
き
た

こ
と
、
そ
れ
で
も
運
営
は
厳

し
く
現
在
九
十
万
円
の
借

入
金
が
あ
る
こ
と
を
説
明
し

ま
し
た
。
決
算
は
表
記
修
正

の
う
え
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

　

以
上
を
踏
ま
え
、
寺
門

護
持
の
基
盤
を
整
え
る
た

め
、
令
和
七
年
度
よ
り
年

会
費
を
一
万
五
千
円
に
改

定
す
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し

た
。
（
現
行
一
万
一
千
円
）
。

納
入
は
、
ほ
ん
こ
さ
ま
（
在

家
報
恩
講
）
の
折
・
寺
へ

の
持
参
・
振
込
等
で
承
り

ま
す
。
家
計
の
ご
事
情
が

あ
る
方
に
は
分
納
・
猶
予

に
個
別
対
応
い
た
し
ま
す
。 

　

寺
側
の
取
り
組
み
と
し

て
、
ま
ず
内
部
の
引
き
締
め

を
図
る
た
め
、
人
件
費
を
当

面
五
％
縮
減
（
年
四
十
二
万

円
相
当
）
し
ま
す
。
あ
わ

せ
て
、
内
陣
法
名
・
納
骨

壇
（
墓
）
に
関
わ
る
収
入

は
特
別
会
計
と
し
て
区
分
管

理
し
、
将
来
の
修
繕
・
更
新

の
財
源
と
し
て
優
先
的
に
確

保
し
ま
す
。
決
算
・
予
算

年
会
費
一
万
五
千
円
に
改
定

十
年
に
わ
た
る
運
営
悪
化

現
在
九
十
万
円
の
負
債

の
概
要
は
寺
報
お
よ
び
配

布
資
料
で
毎
年
ご
報
告
し
、

透
明
な
運
営
に
努
め
ま
す
。 

　

な
お
、
増
額
分
は
特
定
の

事
業
に
限
ら
ず
、
設
備
保

守
、
法
要
準
備
を
は
じ
め
と

す
る
寺
院
運
営
全
体
の
費
用

に
充
当
し
ま
す
。
収
支
や
特

別
会
計
の
状
況
は
適
宜
見
え

る
化
し
、
必
要
に
応
じ
て
個

別
の
ご
説
明
に
も
対
応
し

ま
す
。
参
拝
の
回
復
に
向

け
た
取
り
組
み
（
法
座
の
時

間
帯
や
内
容
の
工
夫
、
周
知

の
改
善
）
も
継
続
し
、
収
支

が
好
転
し
た
場
合
は
借
入
金

の
繰
上
返
済
を
進
め
ま
す
。 

　

皆
さ
ま
に
は
ご
負
担
を
お

願
い
す
る
こ
と
と
な
り
誠
に

心
苦
し
く
存
じ
ま
す
が
、
善

巧
寺
を
次
代
へ
確
実
に
受
け

渡
す
た
め
、
何
卒
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。



永
代
祠
堂
会

　　

今
年
の
永
代
祠
堂
会
は
一

日
、
八
日
、
十
六
日
、
二
十

日
の
計
四
座
お
つ
と
め
し
ま

し
た
。

　

初
日
の
法
話
は
奥
野
寛
暢

先
生
（
富
山
市
・
妙
行
寺
）

に
は
じ
ま
り
、
八
日
は
高
島

康
彦
さ
ん
、
十
六
日
は
藤
島

秀
恵
先
生
（
八
尾
町
・
勝
福

寺
）
、
二
十
日
は
神
子
巧
照

さ
ん
に
そ
れ
ぞ
れ
担
当
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
ず
れ

も
法
要
は
本
堂
、
法
話
は
空

華
殿
に
て
行
い
ま
し
た
。

令和 7年 10 月 1 日　　195 号　　　 　寺　報　 善
ぜん

 　巧
ぎょう

こ
ど
も
盆
お
ど
り

　　
　
　
　
　
　

八
月
一
０
日

　

今
年
の
盆
お
ど
り
は
十
日

に
開
催
し
ま
し
た
。
事
前
準

備
は
小
学
生
と
中
高
生
の
協

力
の
も
と
、
三
日
に
ち
ょ
う

ち
ん
つ
り
を
行
い
、
お
楽
し

み
の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
用
意

し
ま
し
た
。
盆
お
ど
り
当
日

も
中
高
生
が
お
店
の
ス
タ
ッ

フ
に
な
り
場
を
盛
り
上
げ
て

く
れ
ま
し
た
。

五
　
日　

下
村
報
恩
講

七
　
日　

下
村
報
恩
講

九
　
日　

下
立
愛
本
報
恩
講

一
〇
日　

下
立
愛
本
報
恩
講

一
四
日　

下
立
愛
本
報
恩
講

一
五
日　

内
山
報
恩
講

一
六
日　

ほ
っ
こ
り
法
座

一
七
日　

音
沢
報
恩
講

二
一
日　

内
山
報
恩
講

一
月
一
日

　
〇
時
　
除
夜
の
鐘

　
九
時
　
年
頭
参
り

ほ
ん
こ
さ
ま
の
準
備

　

・
朱
色
の
ろ
う
そ
く

　

・
お
花

　

・
仏
飯

　

・
年
会
費
（
一
万
五
千
円
）

　

・
お
布
施
（
三
ヶ
寺
分
）

　

親
鸞
聖
人
の
ご
法
事
は
お

慶
び
の
気
持
ち
で
赤
い
ろ
う

そ
く
を
立
て
ま
す
。

お
盆
参
り

　　
　
　
　
　
　

八
月
一
六
日

　

こ
の
一
年
で
葬
儀
の
あ
っ

た
初
盆
に
あ
た
る
ご
家
庭

と
、
納
骨
壇
を
対
象
に
お
盆

参
り
を
行
い
ま
し
た
。
ご
家

族
で
お
参
り
く
だ
さ
る
方
も

あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
故
人
を

偲
ぶ
静
か
な
ひ
と
と
き
を
共

に
い
た
し
ま
し
た
。



報
ほ

う

お

ん

こ

う

恩
講

　

十
月
十
九
日
（
日
）

　
　
　

午
後
一
時
半　

法
要

　
　
　

 

講
師･

･
･

青
木
哲
隆
師
（
射
水
市
・
覚
円
寺
）

　

十
月
二
〇
日
（
月
）

　
　
　

午
後
一
時
半　

法
要

　
　
　

 

講
師･

･
･

西
塔
公
崇
師
（
富
山
市
・
金
乗
坊
）

　

現
在
の
職
種
は
お
よ
そ

二
千
五
百
と
言
わ
れ
ま
す

が
、
江
戸
期
か
ら
昭
和
初

期
に
は
二
万
以
上
も
あ
っ

た

そ

う

で

す
。

な

か

に

は
、
坂
道
で
難
儀
す
る
人
の

背
を
そ
っ
と
押
す
「
尻
持

ち
」
と
い
う
仕
事
ま
で
。
多

く
の
人
が
季
節
や
ご
縁
に

応
じ
て
複
数
の
仕
事
を
担

い
、
「
誰
か
の
た
め
に
な
る

こ
と
」
が
そ
の
ま
ま
自
分
の

暮
ら
し
を
支
え
て
い
ま
し

た
。
豊
か
さ
と
は
、
そ
う
し

た
小
さ
な
役
目
の
積
み
重
ね

だ
っ
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。 

い
ま
、
機
械
化
や
Ａ
Ｉ
の
進

展
で
仕
事
の
姿
が
変
わ
る
と

議
論
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
改

め
て
「
何
の
た
め
に
生
き
る

の
か
」
と
い
う
こ
と
が
問
わ

れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
坂
道
で
背
を
支
え
る
尻

持
ち
の
よ
う
に
、
寺
も
ま
た
、

そ
ん
な
役
目
を
静
か
に
務
め

て
い
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

寺　報　 善
ぜん

 　巧
ぎょう

　　　 　195 号　　令和 7年 10 月 1 日

ほ
っ
こ
り
法
座

　　

住
職
と
読
む
歎
異
抄

　

十
月　
　

一
日
午
前
十
時

　

十
一
月
十
六
日
午
前
十
時

　

十
二
月
十
六
日
午
前
十
時

　

法
話
後
は
テ
ィ
ー
タ
イ
ム

　

参
加
費
…
千
円

　
　
　

雪
山
俊
隆
（
善
巧
寺
）

清
掃
奉
仕

　

十
月
九
日
午
前
八
時
半

法
要
準
備

　

十
月
十
六
日
午
前
九
時

合
祀
墓
と
納
骨
墓

　　

合
祀
墓
と
２
名
用
の
納
骨

墓
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

常
時
見
学
可
能
で
す
。
お
申

し
込
み
は
善
巧
寺
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。

　

【
納
骨
墓
】

　

２
壺
用
ス
ペ
ー
ス

　
　

●
七
年
間

　
　
　

冥
加
金
三
十
五
万
円

　
　

●
十
三
年
間

　
　
　

冥
加
金
四
十
万
円

　
　

●
二
十
三
年
間

　
　
　

冥
加
金
四
十
五
万
円

　
　

●
三
十
三
年
間

　
　
　

冥
加
金
五
十
万
円

※
骨
壺
二
つ
分
。
延
長
は
、

一
年
一
万
円
。

　

【
合
祀
墓
】

　

納
骨
袋
で
納
め
ま
す　
　

　
　

●
一
体　

七
万
円

※
納
骨
袋
に
お
骨
を
移
し
替

え
て
お
墓
に
納
め
ま
す
。
墓

じ
ま
い
等
で
複
数
体
の
場
合

は
ご
相
談
下
さ
い
。

空く

う

げ

き

華
忌

　

十
一
月
五
日
（
水
）

　
　
　

午
後
一
時　

法
要

　
　
　

 

講
師･

･
･

雪
山
俊
隆
（
善
巧
寺
）

大イチョウライトアップ
11 月 27 日（木）～ 29 日（金）

18:30 ～ 20:30

善巧寺の大イチョウは紅葉が遅く、

毎年 11 月下旬から 12 月上旬にかけ

て真っ黄色に染まります。今年はそ

の見事な様子をライトアップしてお

届けしますので、ぜひご覧ください。

同時に夜カフェもオープンします。

江
戸
時
代
に
学
び
の
場
「
空
華
」
を

開
い
た
明
教
院
僧
鎔
の
法
要
で
す
。

KNB 番組「ワンエフ」に取り上げてもらいました

浄
土
真
宗
門
徒
に
と
っ
て
最
も
大
切

な
親
鸞
聖
人
の
法
要
で
す
。

ぜんぎょうじ 検索


